
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 米価下落、燃料費・肥料の高騰など経費は上がるばかりで農

業経営は大変です。野洲市でも農家が減り続け、農地と環境の保

全と集落の存続など、不安が増すばかりです。加えて、汚染され

た輸入米が流通していたことが判明。本当に許せません。 
 

日本共産党は、世界の食料危機が広がるなかで、アメリカや財

界いいなりに食料の外国依存をストップさせ、農業再生のためが

んばります。 
 

野洲市は県下有数の農業地帯です。農家のみなさんの願いを受

けとめ、安心して農業にはげめる野洲市農業をすすめます。 

 

市会議員 小菅六雄 (電話・FAX）589-4971  
 （メール）shgdy177@ybb.ne.jp  （ホームページ）http://www.yasusigi.net/̃kosuga/  
市会議員 野並享子 (電話）587-0985 （FAX）586-1102 
（メール）no73kyo_ko@ybb.ne.jp （ホームページ）http://www.yasusigi.net/̃nonami/ 日本共産党野洲市委員会 

２００８年１０月９日  №１５６ 

日本共産党野洲市委員会は、次の政策と見解を発表しました 

年度 農業総計 米産出額 

１９８０ ４５.４ ３２.７ 

１９８５ ４３.９ ３４.０ 

１９９０ ４１.０ ２７.６ 

１９９５ ４３.２ ３１.５ 

２０００ ３２.９ ２１.９ 

１００５ ２９.６ １８.５ 

２００６ ２８.６ １７.６ 

※産出額の単位＝億円 

こんなに減った 
野洲市の農業産出額 


